
【令和5年度】 

 客観指標評価はａ評価となったが、市民生活実感評価
がｃ評価となったため、総合評価結果はＢ評価となっ
た。引き続き「健康長寿・笑顔のまち・京都推進プラ
ン」、「京都市民長寿すこやかプラン」に基づき、健康
の増進、生活習慣病やフレイル予防、介護基盤の整備な
どを着実に推進するとともに、地域や人とのつながりの
中で市民が主体的に健康づくりに取り組むまちづくりの
推進や、高齢者が地域活動に参加できる環境の整備を進
めていく。

 政策の指標である「地域における健康づく
り事業」の実施回数や「施設・居住系介護保
険サービスの定員数」、施策の指標である
「成年後見支援センターや高齢サポート（地
域包括支援センター）への相談実績」等が増
加したことから、ａ評価となった。

 新型コロナウイルス感染症の影響により、
高齢者の地域活動など社会参加の場が大きく
制限されたこと等から、ｃ評価となったと考
えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 高齢者や介護職員等を主な対象とする政策で
あり、市民全体の生活実感には政策の効果が反
映されにくいと考えられるため、客観指標評価
を重視する。

政策の総合評価

15 健康長寿
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 人生100 年時代を見据え、京都ならではの地域や人とのつながりのなかで、市民が主役となって楽しみなが
ら健康づくりに取り組むとともに、社会や地域全体で健康づくりに取り組んでいく環境づくりを進める。ま
た、高齢期を迎えても介護予防に主体的に取り組み、働き手や地域活動の担い手として活躍できる環境づくり
を推進する。さらに、支援が必要になっても、医療や介護をはじめとする多職種の専門職や関係機関、地域住
民との協働による、医療・介護・生活支援サービスが切れ目なく提供される地域づくりを進める。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 地域における健康づくり事業（回） 571 - b a - -

2 通いの場の箇所数（箇所） 750 - c c - -

3 施設・居住系介護保険サービス定員数（人分） 11,908 - a a - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a b a - -

a a b - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 c c c - -

3 c c c - -

4 - - - - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

c c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
15 12 14 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

-

-

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

高齢者が支援や介護が必要になっても住み慣れた地域で最期まで
自分らしい生活を送ることができている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問

市民が体やこころの健康づくりに主体的に取り組んでいる。

高齢者が元気に社会に参加し、仕事や地域活動などで活躍してい
る。



【令和5年度】 

 客観指標評価はａ評価となったが、市民生活実感評価
がｃ評価となったため、総合評価はＢ評価となった。
 今後は、新興・再興感染症に対する平時からの備えを
構築するとともに、引き続き、食中毒等の健康危機事案
に対しては迅速かつ的確に対応していく。さらに、違法
民泊の根絶、動物愛護事業の推進に取り組むことで、市
民が安心してくらせる社会、人と動物が共生できるうる
おいのある豊かな社会の実現を目指していく。

 政策の指標である「京都市立病院機構の年度計
画の達成割合」が京都市立病院機構評価委員会に
引き続き高く評価されたことや、「重篤又は大規
模食中毒の発生件数」をゼロに抑えられたことが
高評価につながるとともに、施策の指標である
「動物愛護事業推進基金への寄付件数」や「飼い
犬の引き取り件数」が目標値に達したことから、
ａ評価となった。

 衛生的な生活環境の整備を評価いただいた一方
で、新型コロナウイルス感染症に関する水際対策
の緩和や感染症法上の位置付け変更（２類相当か
ら５類）により、感染症対策に不安があること
や、今後、国内外から京都を訪れる観光客の増加
が見込まれる中、民泊事業者と地域との調和に懸
念が生じたことなどから、市民生活実感はc評価に
なったと考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 医療サービスの充実や健康危機管理、食の安
全や動物との共生など、施策に係る市民の意識
や生活実感が重要な分野であることから、市民
生活実感評価を重視する。

政策の総合評価

16 保健衛生・医療
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 市民が安心してくらせる社会を実現するため、適切な医療サービスが受けられる体制を構築するとともに、
感染症や食中毒等の健康危機事案が発生した際には、迅速かつ的確に対応できる体制を確立し、また、食品の
安全や衛生的な生活環境を確保する。あわせて、人と動物が共生できるうるおいのある豊かな社会を実現す
る。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1
地方独立行政法人京都市立病院機構年度計画の達成割
合（％）

100 a a a - -

2 重篤又は大規模食中毒発生件数（件） 0 a b a - -

3 - - - - - - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a a a - -

a b b - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 b c c - -

2 c c c - -

3 b b b - -

4 c c c - -

5 c c c - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

b c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
3 3 3 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

違法民泊が根絶され、安全で安心な生活環境になっている。

動物を思いやり、動物との正しい関わりを考えることなどによ
り、人と動物が共にくらすことができている。

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

安全な食品が手に入り、清潔で安心な公衆浴場や理・美容所な
ど、衛生的な生活環境が整っている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問

頼れる医療機関があり、必要なときに利用しやすい。

感染症や食中毒などが発生した時も市民の安全と安心が確保され
ている。



【令和5年度】 

 客観指標評価はａ評価となったが、市民生活実感評価がｃ評
価となったことから、総合評価結果はＢ評価となった。引き続
き、学校運営協議会を核とした、市民ぐるみ・地域ぐるみの教
育の推進を図る。また、子どもたちに「生きる力」を育むた
め、心身ともに健全でたくましい子どもを育成する取組を推進
する。更に、教職員の資質・指導力向上や働き方改革に取り組
むとともに、教育環境整備等についても推進する。これらによ
り、基本方針にある市民ぐるみ・地域ぐるみで子どもたちの
「生きる力」（確かな学力、豊かな心、健やかな体）を育む学
校教育の推進を目指していく。

 政策の指標である「児童生徒1人当たりの
学校教育に参画するボランティア数」がｂ評
価になったが、施策の「安心・安全で新しい
ニーズにこたえる特色ある学習環境づくり」
の全ての指標が高評価となったことなどか
ら、ａ評価となっている。

 新型コロナウイルス感染症の影響が続く
中、保護者や地域の人々が学校の様々な活動
に参画する機会が減少したことなどから、ｃ
評価となったと考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 幼児・児童生徒・教職員等を主な対象とする
政策であり、保護者の方等を除き、市民全体の
生活実感には政策の効果が反映されにくいと考
えられるため、客観指標評価を重視する。

政策の総合評価

17 学校教育
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 急速な社会の変化やAI の飛躍的な進化など、絶え間なく進む技術革新により将来予測が困難な時代といわ
れるなかにあっても「一人一人の子どもを徹底的に大切にする」という京都市の教育理念の下、子どもたちが
夢と希望をもって未来を切り拓いていけるよう、はぐくみ文化を基軸として、家庭・地域・大学・産業界・
NPO などの参画を得ながら、市民ぐるみ・地域ぐるみで子どもたちの「生きる力」（確かな学力、豊かな
心、健やかな体）を育む学校教育を推進する。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1
児童生徒1人当たりの学校教育に参画するボランティ
ア数（人）

0.256 - a b - -

2
小学校と中学校の合同による学校運営協議会を設置す
る中学校区の割合（％）

71.0 a b c - -

3 - - - - - - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a a b - -

a b a - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 c c c - -

3 c c c - -

4 c c c - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

c c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
9 10 10 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

働き方改革が進み、教職員が子どもといきいきと向き合ってい
る。

-

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

障害や不登校等、支援を必要とする子どものために、様々なニー
ズに応じた教育が展開されている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
保護者や地域の人々が学校の様々な活動に参画するなど、地域ぐ
るみの教育が進んでいる。
京都ならではの伝統文化や環境の教育が、持続可能な社会を担え
る人材の育成に役立っている。



【令和5年度】 

 客観指標評価はａ評価となったが、市民生活実感評価がｃ評
価となったことから、総合評価結果はＢ評価となった。引き続
き、図書館における利用者のニーズに即した貸出・レファレン
スなどのサービスや電子書籍を含めた図書の充実を推進する。
また、生涯学習の情報検索サイトのコンテンツの充実や、博物
館、大学、生涯学習関係団体等と連携した多様な学習、各種講
座等の提供・充実等を推進していく。これらにより、基本方針
にある、あらゆる人々の学びや文化・芸術、スポーツ等に親し
む機会の創出とそれらを通して得た豊かな知識・技術・経験を
活かすことができ、健康長寿にもつながる生涯学習のまちの実
現を目指していく。

 政策の指標である「京都のまち全体で創り
だされる生涯学習情報(講座・イベント等)の
数」がオンラインの事業を含めて増加傾向に
あることや、施策の「学んだことを生かして
社会のさまざまな場面で参画・活躍できる環
境づくり」等が高評価となっていることなど
から、ａ評価となった。

 新型コロナウイルス感染症の影響が続く
中、対面で実施する生涯学習関連講座・イベ
ント等が休止となるなど、子どもから高齢者
まで様々な世代が交流し、学び合う機会が減
少したことから、ｃ評価となったと考えられ
る。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 市民の学びのネットワークの拡充や学びや取
組が社会に還元される環境づくりなど、施策に
係る市民の意識や生活実感が重要な分野である
ことから、市民生活実感評価を重視する。

政策の総合評価

18 生涯学習
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 人生100 年時代を見据え、豊かな人生の実現と生きがいをもってくらせる社会の創造の双方の観点から、京
都ならではの市民力・地域力・文化力を結集し、子どもから高齢者、障害のある人など、あらゆる人々の学び
や文化・芸術、スポーツ等に親しむ機会を創出するとともに、それらを通して得た豊かな知識・技術・経験を
生かすことができ、健康長寿にもつながる生涯学習のまちづくりに取り組む。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1
京都のまち全体で創りだされる生涯学習情報(講座・
イベント等)の数（企画）

2,042 - b b - -

2 京都市図書館利用登録率（％） 26.2 b b b - -

3 - - - - - - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

b b b - -

a a a - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 c c c - -

3 c c c - -

4 c c c - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

c c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
16 23 19 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

子どもたちが社会の宝として市民ぐるみ・地域ぐるみで育まれて
いる。

-

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

子どもから高齢者まで様々な世代が交流し、学び合っている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
図書館をはじめ多様な機関が学びの機会を豊富に提供し、市民が
様々な場で学んでいる。
子どもから高齢者までが、学ぶ機会と、学びの成果を生かして活
動する機会を有している。



【令和5年度】 

 客観指標評価がａ評価となったが、市民生活実感評価
がｃ評価となったため、総合評価結果はＢ評価となっ
た。
 引き続き、災害対応力の向上を目的とした総合防災訓
練の実施をはじめ、マイタイムラインの普及啓発及び京
都市防災ポータルサイトを活用した防災・危機管理情報
のきめ細やかな発信等を着実に進め、基本方針にある都
市のレジリエンスの向上や危機にしなやかに強く対応で
きるまちの実現を目指していく。

 政策の指標である「自然災害による死傷者数」
はｂ評価であるものの、施策の指標である「京都
市総合防災訓練及び各区総合防災訓練への参加人
数」や「防災ポータルサイトのアクセス数」、
「洪水浸水想定区域内や土砂災害警戒区域内にあ
る要配慮者利用施設における避難確保計画に基づ
く訓練実施済施設の割合」が高い評価となったこ
とから、全体の評価はａ評価となった。

 平時及び危機発生時における災害情報の発信や
避難体制の整備等に積極的に取り組んでいるもの
の、それらの取組が市民や地域団体等の生活実感
に繋がっていないことから、ｃ評価となったと考
えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 防災情報・災害時の情報等を市民が受け取りやすい
環境となっているか、市民一人一人の地域防災の意識
が高まっているかなど、施策に係る市民の意識や生活
実感が重要な分野であることから、市民生活実感評価
を重視する。

政策の総合評価

19 危機管理・防災・減災
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 激甚化する自然災害はもとより、新型コロナウイルス感染症のような経験したことのない新たな感染症、大
規模停電、原子力災害、テロ災害など、あらゆる危機から市民のいのち、くらしを守るため、市民、地域団
体、事業者、行政等の多様な主体のそれぞれが的確な行動を取り、相互に連携・協働するしくみをより強固に
するとともに、より効果的な情報伝達体制の構築、避難体制の整備、地域防災力のさらなる充実強化により、
都市のレジリエンスを向上させ、危機にしなやかに強く対応できるまちをめざす。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 自然災害による死傷者数（人） 8 b b b - -

2 - - - - - - -

3 - - - - - - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

b b b - -

d b a - -

c b a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 c c c - -

3 d d c - -

4 c c c - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

c c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
4 5 5 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

自宅の防災対策や備蓄、防災訓練への参加など、災害などに自主
的に備えている人が増えている。

-

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

高齢者や障害のある人、子ども、外国籍の人なども災害時にス
ムーズに避難できる。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
自治会・町内会や行政等がしっかり連携し、災害などが発生した
際にしなやかに強く対応できている。
災害時に市民や観光客などが的確に避難行動などを起こすことが
できている。



【令和5年度】 

 客観指標評価がａ評価となったが、市民生活実感評価
がｃ評価となったため、総合評価結果はＢ評価となっ
た。引き続き、誰もが出かけたくなる歩行空間の創出を
はじめとする魅力的なまちづくりの取組等を推進し、持
続可能な公共交通ネットワークを形成していくことで、
市民や京都を訪れる人々が「出かけたくなる」魅力と活
力あふれるまちと暮らしの実現を目指していく。

 政策の指標である「非自動車分担率」は目
標値にわずかながら及ばなかったが、「誰も
が「出かけたくなる」歩行空間の創出」や
「市バス・地下鉄の利便性向上」等、施策面
で目的達成に向けた取組が着実に進んでお
り、ａ評価となった。

 自転車のルールやマナーを守った安心・安
全な利用について、市民等に十分に認知され
ていない一方で、「市バス・地下鉄は、市民
生活に役立っている。」という市民実感が一
定度高かったことなどから、全体でｃ評価と
なったと考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 公共交通ネットワークの形成や歩行空間の創
出などの施策の進捗や効果が市民実感に繋がり
にくいことから、客観指標評価を重視する。

政策の総合評価

20 歩くまち
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 市民、事業者、行政の協働の下、「歩いて楽しいまちづくり」をより一層推進するとともに、持続可能な公
共交通ネットワークを形成していくことで、市民や京都を訪れる人々が「出かけたくなる」魅力と活力あふれ
るまちとくらしを実現していく。さらに、近隣市を含めた創造的な都市圏の創出に向け、誰もが安心・便利・
快適に移動できる未来の交通システム実現を見据えた新技術の活用を進める。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 非自動車分担率（%） 76.7 - - b - -

2 - - - - - - -

3 - - - - - - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

- - b - -

c a a - -

c a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 b c c - -

3 a b b - -

4 a b b - -

5 d d d - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

b c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
17 18 21 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

市バス・地下鉄は、市民生活に役立っている。

自転車がルールやマナーを守って安心・安全で快適に利用されて
いる。

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

京都のまちを出歩くことは楽しく、健康にもよい。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
自動車の利用を控え、公共交通、徒歩、自転車を組み合わせて出
かけるライフスタイルが定着している。

京都市内の移動は公共交通が便利である。



【令和5年度】 

 客観指標評価はｂ評価、市民生活実感評価はｃ評価となり、総合評
価結果はＣ評価となった。
 今後、令和５年４月に施行した「都市計画マスタープランの方針を
踏まえた都市計画の見直し」や、同年５月に制定した「地区計画の提
案に係る規模要件を拡充する条例」等の取組のねらいや内容を市民や
事業者に分かりやすく発信・共有することで、暮らしの豊かさや利便
性につながる都市機能の集積や充実を図っていくとともに、地域・住
民発意の主体的なまちづくりを促進していく。また、（公財）京都市
景観・まちづくりセンターや各区役所など関係機関と連携し、まちづ
くりに関する情報提供や、まちづくり活動の支援及び仕組みづくりを
推進していく。これらにより、市民の豊かなくらし・活動を支え、新
たな価値を創造する持続可能な都市の実現を目指していく。

 新型コロナウイルス感染症の影響により、
地域のまちづくり活動が制限されたものの、
都市機能誘導区域ではにぎわいが創出され、
南部地域や西部地域等では企業の製造品出荷
額等の割合が増加したため、b評価になっ
た。

 新型コロナウイルス感染症の影響により、
イベント等が中止となり、地域のまちづくり
活動が制限されたことなどから、ｃ評価に
なったと考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 地域の特性を生かした魅力的な拠点づくりや、
地域のまちづくりを支えるしくみづくりなど、施
策に係る市民の意識や生活実感が重要な分野であ
ることから、市民生活実感評価を重視する。

政策の総合評価

21 土地・空間利用と都市機能配置
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 人口減少や少子化といったさまざまな社会経済情勢の変化を見通し、「保全・再生・創造」の都市づくりを
基本としながら、多様な地域で受け継がれてきた伝統や文化、景観、産業や知恵などの資源や特性を生かし
て、まちの魅力や強みを守り、さらに高めていくため、オフィスや産業用地・研究開発拠点の創出、若年・子
育て層の定住促進など都市の魅力の継承・創造につながる積極的な土地利用や都市機能の誘導を図ることで、
市民の豊かなくらし・活動を支え、新たな価値を創造する持続可能な都市を構築する。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1
地域中核拠点(27箇所)における商業・業務・医療施設
の面積（百㎥）

53,999 a a b - -

2 都市機能誘導区域(歴史的都心地区周辺や、京都駅周辺、二条・丹
波口・梅小路周辺)における商業・業務施設の面積（百㎥） 74,779 a a a - -

3
製造品出荷額等に占める南部地域・西部地域等の割合
（％）

71.8 - b a - -

4 地区計画、建築協定、景観協定等の締結数（件） 150 e d c - -

5
洛西ニュータウンアクションプログラム及び向島
ニュータウンまちづくりビジョンの継続取組数（件）

10 a a a - -

6 景観・まちづくりに関する相談件数（件） 844 c d d - -

b b b - -

b b b - -

b b b - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 b b c - -

2 b b b - -

3 c c c - -

4 c c c - -

5 d d d - -

6 c c c - -

7 - - - - -

8 - - - - -

c c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
23 24 24 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

市内の様々な地域が、その地域の文化や資源をいかした魅力的な
まちになっている。
洛西や向島のニュータウンに新たなにぎわいが生まれ、魅力的に
なっている。
身近な地域で、町並み保全やにぎわいづくりなどの自主的なまち
づくり活動が進んでいる。

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

「らくなん進都」をはじめとする、京都の新たな活力を担う地域
に産業の集積が進むなど、発展してきている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
徒歩や公共交通で移動できる範囲に生活に必要な施設や働く場が
あり、様々な世代がくらしやすい。
京都市中心部や京都駅周辺、二条・丹波口・梅小路周辺は、にぎ
わいのある魅力的な地域である。



【令和5年度】 

 客観指標評価はａ評価となったが、市民生活実感評価
がｂ評価となったことから、総合評価結果はＢ評価と
なった。引き続き、京都市景観計画や京都市三山森林景
観保全・再生ガイドライン等に基づき、森林保全活動、
市街地における建築物及び工作物の形態意匠制限の適
合、屋外広告物等に係る許可、建造物等の指定、景観づ
くりに取り組む地域への支援等を、市民、事業者及び行
政との協働により推進させていく。また、本市の景観政
策が市民に伝わるよう、より分かりやすい情報の発信を
目指す。

 市民等との協働による森づくり活動や景観
づくりに取り組む地域数、自然景観や地域の
町並みと調和した屋外広告物等の許可件数や
地域の景観を形成する核となる建造物等の指
定数が増加したことにより、これらの指標が
高評価となったことなどから、ａ評価となっ
た。

 豊かな自然的景観、歴史的景観や、京都独
自の風情ある町並み景観が守られていること
についての生活実感がｂ評価と概ね高い評価
となっており、施策の効果が市民の実感にも
表れていると考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 自然景観や歴史的な町並み、京町家等の保全・
継承、市民とともに推進する景観まちづくりなど
施策に係る市民の意識や生活実感が重要な分野で
あることから、市民生活実感評価を重視する。

政策の総合評価

22 景観
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 京都の個性や魅力の源は、歴史や文化であり、そしてそれらを表象する美しい景観である。豊かな歴史的資
産を保全・再生しつつ、時代に応じて新たな価値を創造することにより、新旧が融合した、多様性と重層性を
備えた京都固有の景観を形成し、歴史都市・京都の魅力や価値を高め、50 年後、100 年後も京都が京都であ
り続けるため、市民と行政との協働により、時を超え光り輝く京都の景観づくりを推進していく。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1
三山森林景観保全・再生ガイドラインに基づく、市民
等との協働による森づくり活動の回数（回）

28 a a a - -

2
市街地における建築物及び工作物の形態意匠制限適合
割合（％）

72.94 a a a - -

3 屋外広告物等に係る許可件数（件） 5,016 b a a - -

4
地域の景観を形成する核となる建造物等の指定数
（件）

75 a a a - -

5
景観の保全・再生に資する道路の無電柱化事業着手率
（％）

17.4 a a a - -

6 景観づくりに取り組む地域数（件） 14 - a a - -

a a a - -

a a a - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 b b b - -

2 b b c - -

3 b b b - -

4 c c c - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

b b b - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
13 13 12 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

いきいきとしたくらしやまちの活気が生み出されるような新たな
景観が生み出されている。

-

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

京町家など京都独特の風情ある町並み景観が守られている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問

豊かな自然的景観、歴史的景観が守られている。

市街地が周囲の山並みと調和した品格ある景観となっている。



【令和5年度】 

 客観指標評価はａ評価となったが、市民生活実感評価
がｃ評価となったため、総合評価結果はＢ評価となっ
た。引き続き、PDCAサイクルに基づく適切な進行管理
の実施等により、京都市建築物安心安全実施計画等に掲
げる施策の着実な実行を図るとともに、市民・事業者・
関係団体等と協力・連携して、取組を推進する。
 また、良質な市有建築物の建設を着実に推進し、最適
な維持管理に取り組む。これらにより、基本方針にある
歴史都市・京都ならではの、しなやかに強く持続可能な
まちの実現を目指していく。

 大きな被害が発生した建築物に関する事件事故
を受け、事業者の既存建築物の安全性に対する意
識が高まったこと、建築物への査察や個別の電話
での働きかけ等を拡充したこと、また、定期報告
の電子申請による受付を開始したことで、定期報
告の報告率等が上昇し、昨年度に引き続き高い目
標達成度となったことから、ａ評価となった。

 新型コロナウイルス感染症の影響により、建築
物の安心安全を後押しする取組の普及啓発が、防
災訓練など地域の防災活動の場面で十分に行えな
かったことなどから、ｃ評価になったと考えられ
る。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 住宅や特定建築物の耐震化率、定期報告制度
により安全に点検された既存建築物の件数な
ど、効果の測定に客観指標の数値が直結するた
め、客観指標評価を重視する。

政策の総合評価

23 建築物
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 誰もが安心してくらすことができ、充実した社会経済活動を展開できる、歴史都市・京都ならではの、しな
やかに強く持続可能なまちの実現をめざし、市民と行政の役割分担と協働の下、市内の建築物を安心・安全で
良質なものにしていく。また、市有建築物においては、これらに先導的に取り組むとともに、最適な維持管理
の取組を進めていく。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 定期的に安全点検された建築物の割合（％） 79.1 a a a - -

2 良質な建築物の割合（％） 17.8 d d b - -

3 特定建築物の耐震化率（％） 90.8 a a a - -

4 住宅の耐震化率（％） 90 a a a - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a a a - -

a a a - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 b c c - -

2 b c c - -

3 c c c - -

4 - - - - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

b c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
20 19 18 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

-

-

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

京都の魅力ともなる細い道は、その風情を生かしつつ、地震や火
災で被害が広がらないよう改善されている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
新しく建てられた建築物は、バリアフリーや環境に配慮されてい
る。

建築物が健全で安全な状態で活用されている。



【令和5年度】 

 客観指標評価はｂ評価、市民生活実感評価はｃ評価と
なり、総合評価結果はＢ評価となった。令和3年度に策
定した「京都市住宅マスタープラン」に基づき、引き続
き、民間事業者等と連携のうえ、伝わる・伝える住情報
の発信を強化するなど、くらしやすく魅力のある、持続
可能なすまい・まちづくりを推進していく。

 既存住宅の件数は増加したが、「新築分譲住
宅」も増加したため、政策の客観指標である「既
存住宅の流通件数が新築分譲住宅の着工件数を含
めた件数に占める割合」が減少したものの、「高
齢者等の入居を拒まない民間賃貸住宅の戸数等」
が増加したことで施策の指標である「住宅確保要
配慮者の入居を拒まない民間賃貸住宅戸数」が目
標値を達成したことから、ｂ評価になった。

 適切にリフォームされた中古住宅や高齢者向け
住宅の供給などが十分に認識されていないこと、
また、コロナ禍が長引いた中で地域とのつながり
が希薄に感じられたり、環境・景観に配慮した京
都らしいすまい方が大切にされているという実感
が十分得られていないことから、ｃ評価になった
と考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 多様な魅力あるすまいの供給の状況や既存住
宅の流通促進などの施策の進捗や効果が市民実
感に繋がりにくいことから、客観指標評価を重
視する。

政策の総合評価

24 住宅
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 市民、企業・事業者、行政が一体となって、京都がこれまで培ってきた環境、景観、コミュニティ、 生活
文化を大切にしながら、防災・減災、住宅セーフティネット（安全網）機能の充実を図ることにより、くらし
やすく魅力のある、持続可能なすまい・まちづくりを推進していく。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1
近郊都市へ転出する子育て世帯の受け皿となる住宅の
供給数（戸）

10,601 - a b - -

2
既存住宅の流通件数が新築分譲住宅の着工件数を含め
た件数に占める割合（％）

41.2 b b c - -

3
住宅確保要配慮者の入居を拒まない民間賃貸住宅戸数
（件）

16,624 a a a - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a a b - -

a a b - -

a a b - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 b b c - -

3 c c c - -

4 c c c - -

5 - - - - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

c c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
14 14 13 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

高齢者向け住宅など、様々なニーズに応じた住宅の選択肢が広が
り、すまいに困っている人が少ない。

-

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

適切にリフォーム・リノベーションされ、長く使える良質な中古
住宅が増え、活用が進んでいる。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
日々の生活の中で、地域とのつながりや環境・景観に配慮された
すまいの工夫と知恵が大切にされている。
幅広い世代の人々が安心・安全で快適に暮らし、京都に住み続け
たいと思っている。



【令和5年度】 

 客観指標評価はａ評価となったが、市民生活実感評価がc評
価となったため、総合評価結果はＢ評価となった。引き続き、
橋りょう等の点検・診断とその結果に基づく対策の着実な推
進、安心・安全な道路環境の持続的な維持管理、災害時の避難
や救助、迅速な復旧・復興に不可欠な道路ネットワークの強化
により、都市の活力・レジリエンスの向上を図る。さらに、公
園の特色を生かした整備・利活用や緑の創出により快適な都市
環境の創出や地域コミュニティの活性化等を図るとともに、魅
力と活力のある市街地整備を推進することで、安心・安全で持
続可能な都市の発展を支える道路と公園・緑を創造する。

 道路及び橋りょうの点検とその結果に基づく対
策により、社会資本の維持管理を計画的に推進す
るとともに、緊急輸送路における道路整備を着実
に進めて都市のレジリエンス向上を図った。
 また、公園・緑地整備による緑豊かなまちづく
りを進めた結果、ａ評価となった。

 「四季を感じさせ、まちのにぎわいに華を添え
るような街路樹や公園が身近にある」という生活
実感はｂ評価と概ね肯定的に評価されている一
方、「安心安全に通行できる道路網の整備」や
「道路や橋の安心安全な状態での管理」等につい
ては、整備中は成果が実感されにくいことから、
全体ではｃ評価となったと考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 道路・公園整備や緑の創出、社会資本の維持
管理などの施策の進捗や効果が市民実感に繋が
りにくいことから、客観指標評価を重視する。

政策の総合評価

25 道と公園・緑
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 都市の活力やレジリエンスの向上に向けた道路整備と地球温暖化の防止や都市環境の向上、地域コミュニ
ティの活性化等を図る公園整備・緑の創出を進めるとともに、膨大な数に上る社会資本について、市民協働の
下、着実に維持管理を実施することで、安心・安全で持続可能な都市の発展を支える道と公園・緑を創造す
る。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 第1次緊急輸送路における道路改良延長（km） 0.322 b a a - -

2
公園・緑地整備を予定している場所における緑視率
10％以上の箇所数（箇所）

8 - a a - -

3 道路、橋りょうにおける点検率（％） 90.4 a a a - -

4 土地区画整理事業によるまちなみ整備率（％） 77.3 a d a - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a a a - -

a a a - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 c c c - -

3 b b b - -

4 c c c - -

5 b c c - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

b c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
8 7 7 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

道路や公園などがバランスよく整備され、安心・安全で魅力と活
気にあふれた市街地が増えている。

市内の道路や橋が安心安全な状態で管理されている。

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

四季を感じさせ、まちのにぎわいに華を添えるような街路樹や公
園が身近にある。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問

災害時も安心・安全に通行できる道路網が整備されている。

公園が、快適な都市環境の創出・向上のほか、地域活動や健康づ
くりなど、様々な用途で活用されている。



【令和5年度】 

 客観指標評価はb評価となり、市民生活実感評価がｃ評価となったた
め、総合評価結果はＢ評価となった。
 新型コロナウイルス感染症の影響により、消防団の入団勧奨や自主
防災会の防災訓練を控える動きが多かったが、引き続き、消防自動車
の整備や救急安心センター事業の効率的な運用等により消防・救急体
制の強化に全力で取り組んでいくとともに、消防団・自主防災会等の
地域団体とこれまで以上に連携し、防火・防災対策を推進していく。
また、SNS等の新たな広報媒体を積極的に活用し、市民に安心・安全
を実感していただけるよう、消防・救急施策の広報に努めていく。こ
れらにより、基本方針にある安心して市民が暮らし、観光客が訪れる
ことのできる「安心都市・京都」を目指す。

 政策の指標である「火災による死者(放火自殺者
等を除く)の割合(過去の平均値との比較)」は引き
続き目標値を達成したが、救急出動件数の増加等
により、「救急車の現場到着時間」が延びたこと
や、新型コロナウイルス感染症の影響により、施
策の指標である「消防団員の充足率」が目標値を
下回ったことなどから、ｂ評価となった。

 新型コロナウイルス感染症の影響による地域活
動等の自粛や規模縮小があり、地域における防
火・防災の取組機会が減少したことなどから、地
域ぐるみでの防火・防災対策に関する評価が総じ
てｃ評価になったと考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 防火・防災対策や消防・救急体制の充実強化
などの施策の進捗や効果が市民実感に繋がりに
くいことから、客観指標評価を重視する。

政策の総合評価

26 消防・救急
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 安心して市民がくらし、観光客が訪れることのできる「安心都市・京都」をめざし、火災の発生を未然に防
ぎ、市民のいのちと京都の町並みや文化財などを火災から守るとともに、あらゆる災害に迅速的確に対応する
消防・救急体制を確保する。また、市民・地域団体、事業所、消防団、行政が一体となった防火・防災活動を
推進し、地域防災力の充実強化を図る。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1
火災による死者(放火自殺者等を除く)の割合(過去の平
均値との比較)（％）

40 b a a - -

2 救急車の現場到着時間（分秒） 7分45秒 a b c - -

3 - - - - - - -

4 - - - - - - -

5 - - - - - - -

6 - - - - - - -

a a b - -

a b b - -

a a b - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 c c c - -

2 c c c - -

3 a b b - -

4 b c c - -

5 c c c - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

b c c - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
1 4 4 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

急な病気や怪我の際の相談体制や救急隊の搬送体制が十分に整っ
ている。
災害が起こっても被害が抑えられるよう、地域ぐるみでの備えが
進んでいる。

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

消防署は、様々な災害や事故などが発生した際に頼りになる。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問
防火の取組が市民ぐるみで進み、火災の心配が少ないまちになっ
ている。
文化財や京都らしい町並みを火災などから守る取組が市民ぐるみ
で行われている。



【令和5年度】 

 着実な事業進捗により客観指標評価が高評価となったことか
ら、総合評価結果はＡ評価となった。新たに策定した実施計画
である中期経営プラン（2023〜2027）に基づき、引き続き、
老朽化した水道管路の改築更新・耐震化や雨水幹線の整備等を
着実に推進するとともに、事業を取り巻く諸課題に対応し、市
民生活に不可欠なライフラインである水道・下水道をいつまで
も安心して利用いただけるように取り組んでいく。また、「京
都市河川整備方針」及び「京都市水共生プラン」に基づき、河
川改修や親しみやすい水辺空間の整備等を引き続き推進する。

 水道管路の改築更新・耐震化や河川改修等の浸
水対策や親しみやすい水辺空間の整備等の取組に
ついて、概ね計画どおりに進捗したことから、ａ
評価となった。

 「大雨が降っても、身近な地域で浸水の被害は
起こっていない。」や「水や水辺環境が大切にさ
れるなど、水と共に生きる意識が高まってい
る。」がｃ評価となったが、「上下水道は安全で
安心していつでも利用できる。」をはじめ、その
他はｂ評価になっており、施策の効果が一定市民
の実感にも現れていると考えられる。

（評価に用いた指標の詳細は次ページ参照） （評価に用いた設問の詳細は次ページ参照）

＜評価の重み付け＞
 水道の主要管路の耐震適合性管の割合、合流
式下水道の改善率、都市基盤河川の改修率な
ど、効果測定に客観指標の数値が直結するた
め、客観指標評価を重視する。

政策の総合評価

27 くらしの水
＜政策分野の基本方針＞

客観指標評価 市民生活実感評価

 市民のいのちやくらしを支える重要なライフライン（生活に不可欠な施設）である上下水道は、河川とともに、都市の基
盤施設であると同時に琵琶湖・淀川水系における水循環の一翼を担い、流域全体の水環境の保全に大きな役割を果たしてい
る。安全・安心で良質な水道水を安定的に供給する水道、そして大雨による浸水被害を軽減し快適で衛生的な都市生活を支
える下水道の整備を進めるとともに、近年多発している集中豪雨等からいのちとくらしを守り、水に親しむ空間を創出する
河川整備を進めることなどにより、「くらしの水」を将来にわたって守り続けていく。
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直近年度
の実績値 令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 事業に対する総合満足度（％） 75.7 b b b - -

2 主要管路の耐震適合性管の割合（％） 59.0 a a a - -

3 雨水整備率(10年確率降雨対応)（％） 33.0 a a a - -

4 合流式下水道改善率（％） 90.1 a e c - -

5 都市基盤河川改修率（％） 63.8 a a a - -

6 親水性のある水辺空間の整備率（％） 86.4 a b b - -

a b a - -

a a a - -

a a a - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7

1 a b b - -

2 a b c - -

3 b c c - -

4 a b b - -

5 a b b - -

6 - - - - -

7 - - - - -

8 - - - - -

a b b - -

令和3 令和4 令和5 令和6 令和7
2 1 1 - -

【令和5年度】 

※政策の客観指標評価のうち、評価欄が「-」になっているものは、新型コロナウイルス感染症の影響等により評価がで
きなかったものや、客観指標や目標値の見直しを行ったもの等である。
※政策及び施策の客観指標評価の詳細は、京都市情報館の「政策評価結果（令和５年度）」のページを参照。

政策の重要度（27政策における市民の重要度）

上下水道は便利で市民の役に立っている。

上下水道は、経営が安定しており、将来も安心して使い続けるこ
とができる。

-

-

-

政策の市民生活実感調査 総合評価

水や水辺環境が大切にされるなど、水と共に生きる意識が高まっ
ている。

客観指標評価

政策の客観指標名（単位）

政策の客観指標評価 平均（①）

　＋
下位施策の客観指標評価 平均（②）

　↓
政策の客観指標 総合評価（①︓②＝1︓0.5）

市民生活実感評価

市民生活実感調査設問

上下水道は安全で安心していつでも利用できる。

大雨が降っても、身近な地域で浸水の被害は起こっていない。


